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概　　　　要
　本会議では、タブレットPCやODA、ディジタルペン等で筆記された文字を読取るオンライン手書き文字認識
から、郵便宛名や帳票読取り、古代文書解析等に用いられているオフライン文字認識まで、「手書き文字認
識技術」を中心に研究発表、討論が行われました。今回で１０回目の開催、世界２１カ国から約２４０名の研
究者が参加しました。
　本会議において、私は、口頭発表とポスター発表の2件を行いました。いずれもオンライン手書き日本語文
字認識の性能向上に関するものであり、漢字が複数の部首から構成されるという階層構造に着目していま
す。前者は、日本語文字認識では利用困難とされてきた隠れマルコフモデル（HMM)に対し、漢字の階層構
造を利用することでその問題を軽減しようとした手法の提案です。後者は、HMMと同じく統計的確率モデル
であり、近年注目されているBayesian Networkに漢字の階層構造を利用することによって、文字の崩れ方
が異なる場合でも同一のモデルで認識ができるようにということを提案したものです。
　両発表とも漢字認識に特化した発表であったため、西欧圏の文字認識研究者は、興味を示さないのでは
と予想していましたが、実際に質疑応答してきた研究者はアジア圏よりも西欧圏の研究者が多く、嬉しい誤
算となりました。「漢字の階層構造（各文字がどの部首から構成されているか）をどのように定義しているか」
という質問は、日本人には気づきにくい視点であり、今後の課題として検討していきたいと思いました。


